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中学校(ICT 活用) 

現代の社会的事象を多面的・多角的に考察する力を育む公民学習指導の一試み 

－「社会的事象を捉える視点」を意識させるスタディ・ログの活用を通して－ 

仙台市教育センター 

長期研修員  齋藤 純 (広瀬中)

抄録 本研究は，中学校社会科公民的分野において，「社会的事象を捉える視点」を意識させるスタディ・

ログの活用を通して，現代の社会的事象を多面的・多角的に考察する力を育てる指導の在り方を探ったも

のである。単元を通してスタディ・ログを学習活動に取り入れ，各時で「視点」を基に考察した内容を可

視化し，互いの考えを共有化することで，生徒が「社会的事象を捉える視点」を常に意識できるよう工夫

した。その結果，現代の社会的事象を多面的・多角的に考察する力を育てることができた。 

 

＜キーワード＞ □現代の社会的事象 □多面的・多角的に考察する力 □社会的事象を捉える視点 

 □スタディ・ログ 

 

Ⅰ はじめに 

１ 主題設定の理由 

 「OECD 生徒の学習到達度調査(PISA2018)」に

おいて，日本の生徒は読解力に関する問題の内，

「情報を探し出す能力」や「情報を評価し，熟考す

る能力」に関する問題の正答率が低いことが明ら

かになった。また，中学校学習指導要領(平成 29 年

告示)解説社会編では，平成 20 年改訂の学習指導

要領における小・中・高等学校を通した社会科，地

理歴史科，公民科の課題として「資料から読み取っ

た情報を基にして社会的事象の特色や意味などに

ついて比較したり関連付けたり多面的・多角的に

考察したりして表現する力の育成が不十分である

こと」１が指摘されている。両者から，日本の生徒

は必要な情報を収集し，それらを比較したり関連

付けたりして考察することに課題があると言える。 

 自身の実践を振り返ると，社会的事象を捉え，学

習課題の解決に向けて考え，議論する学習活動に

取り組ませることで，生徒は地理的分野や歴史的

分野において既得の知識を根拠に考えを表現でき

るようになってきた。しかし，そのような生徒が公

民的分野の学習では，根拠を明確にできないまま

考えを表現するようになるといった課題を感じて

いた。現代の社会的事象は地理的事象や歴史的事

象に比べ，様々な条件や要因で絶えず変化する複

雑な事象である。そのような事象を考察させる際

に，適切な「視点」を意識させ，多様な「視点」を

基に多面的・多角的に考察させる指導が不足して

いたことに原因があると考える。 

 そこで本研究では，位置や空間的な広がり，歴史

と現在とのつながり，対立と合意，効率と公正とい

った「社会的事象を捉える視点」を基に，生徒が現

代の社会的事象を考察できるようにする。さらに

生徒が繰り返し考えたことを学習の記録として可

視化させることで，生徒は単元を通して活用して

きた「視点」を常に意識することができ，現代の社

会的事象を多面的・多角的に考察することが可能

になると考える。 

これまで学習の記録は，ワークシートなどで行

うように指導していた。しかし，アナログでの学習

の記録は，学習課題の解決に向けて試行錯誤した

思考の記録を可視化し，多数で同時に考えを共有

することが難しいといった課題があった。Google 

workspace for Education を用いたスタディ・ログ

は，ICT の特性や１人１台端末を生かし，試行錯

誤した過程を容易に記録することができ，瞬時に

多数の考えを共有することが可能になることで，

現代の社会的事象を多面的・多角的に考察する一

助になると考える。 

 以上のことから，本研究では，「社会的事象を捉
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える視点」を意識させるスタディ・ログの活用を通

して，現代の社会的事象を多面的・多角的に考察す

る力を育てたいと考え，本主題を設定した。 

２ 研究の基本的な考え方 

(１) 「現代の社会的事象」とは 

現代社会の諸課題など公民的分野の学習対象と

なる社会的事象のことと捉える。 

(２) 「多面的・多角的に考察する」とは 

現代の社会的事象を異なる立場から，位置や空

間的な広がり，歴史と現在とのつながり，対立と合

意，効率と公正など「社会的事象を捉える視点」を

関連付けて考えることと捉える。 

(３) 「『社会的事象を捉える視点』を意識させる

スタディ・ログ」とは 

 現代の社会的事象について，位置や空間的な広

がり，歴史と現在とのつながり，対立と合意，効率

と公正など「社会的事象を捉える視点」を基に，単

元を通して追究してきた個人の考えや他者と共有

した情報を Google workspace for Education スプ

レッドシートに蓄積した学習の記録と捉える。 

 

Ⅱ 研究のねらい 

「社会的事象を捉える視点」を意識させるスタ

ディ・ログの活用を通して，現代の社会的事象を

多面的・多角的に考察する力を育む公民学習指導

の在り方を探る。 

 

Ⅲ 研究の視点と手立て 

＜視点＞ 「社会的事象を捉える視点」を意識さ

せるスタディ・ログの活用 

(１) 「視点」を用いた思考を促す指導の工夫 

 (手立てＡ) 

生徒がデジタルシンキングツールを用いて学習

対象となる現代の社会的事象について考えたこと

をスタディ・ログに記録させる。 

(２) 思考の可視化と共有化を促すスタディ・ロ

グの活用(手立てＢ) 

スタディ・ログは，個人の学習履歴を蓄積するも

の(個別ログ)と協働的な学習に用いるもの(協働

ログ)に分けて活用させる。 

 

 

導
入 

単元課題の予想 見通し 

  

 

展
開(

２
時
～) 

本時課題 本時学習と単元課題のつながり 

  

本時課題 本時学習と単元課題のつながり 

  
 

ま
と
め 

単元課題の結論 

 

単元の学習を振り返り 
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図１ 個別ログの形式について(略図) 

個別ログは，単元課題の予想及び結論，各時の学

習課題の考察，各時間の学習内容と単元課題のつ

ながりを記入させる。 

 

 

１
時 

生徒 A 生徒 B 生徒 C 生徒 D 

    

２
時 

生徒 A 生徒 B 生徒 C 生徒 D 
    

 

図２ 協働ログの形式について(略図) 

協働ログは，互いの考えや学習課題を追究する

ために必要な情報を共有するために活用させる。 

(３) スタディ・ログを活用する協働的な学習場 

面の設定(手立てＣ) 

単元末にスタディ・ログを振り返りながら生徒

同士の対話を促す協働的な学習場面を設定する。 

 

Ⅳ 研究の概要 

１ 実態調査 

(１) 計画 

 実態調査を表１のとおり実施した。 

表１ 実態調査の計画 

ねらい 

①情報活用能力について実態を把握し，研究の手

立ての立案や実践に生かす。 

②現代の社会的事象を多面的・多角的に考察する

力について実態を把握し，実践や検証に生かす。 

対 象 
仙台市立広瀬中学校 

第３学年１組 32名 ７組 32名 

方 法 
①Google Forms による意識調査 

②授業形式による実態調査 

内 容 
①情報活用能力についての意識調査 

②多面的・多角的に考察する力を測る実態調査 

調査日 
①令和４年６月 24日(金) 

②令和４年７月５日(火)，６日(水) 

単元課題： 

単元課題： 
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図４ 現代の社会的事象を多面的・多角的に考察する

力を測る実態調査 

(２) 結果及び考察 

① 情報活用能力についての意識調査 

 生徒の情報活用能力について，表２のように意

識調査を行った。 

表２ 意識調査の質問内容 

質問Ａ 

自分の考えや意見を表現するために 400 字で文章を

作成する際，どちらの方法(手書き，タイピング)で

作成しますか。 

質問Ｂ 
集めた情報を比べて共通点や違いを見つけ出すよう

にしている。 

質問Ｃ 
自分の聞いた話や集めた情報が正しいのかどうかに

ついて，日頃から考えている。 

質問Ｄ 
調べたことや自分の知っていることを結び付けて新

しい考えを作りだそうとしている。 

質問Ｅ 

インターネットにある文章や画像などを用いるとき

は，著作権や肖像権の侵害にならないように意識し

て使うようにしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

￥ 

図３ 情報活用能力についての意識調査 

 質問Ａに対して約８割の生徒がタイピングと解

答した。また，図３から情報の関連付けを意識し

ている生徒は少ないことが分かった。 

② 現代の社会的事象を多面的・多角的に考察  

する力を測る実態調査 

 「新しい社会『公民』（東京書籍）」の少子高齢

化を題材に実態調査を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

NHK for school「アクティブ 10 公民」の視聴

や教科書の資料を基に，少子高齢化に対する日本

がとるべき対応について記述させた。分析の結

果，イ・ウ群に該当する生徒が８割であった。 

 イ群に該当する生徒は「両親が共働きをするこ

とができるように保育園を増やす。」といった記述

が多かった。このような考えは少子高齢化の対応

として不適切なものではない。しかし，現役世代

だけでなく，高齢者や若者世代の立場を踏まえて

考えることで現代の社会的事象を多角的に考察で

きるようになると考える。ウ群に該当する生徒は

資料を根拠に示すことができていなかった。 

以上のことから，生徒に「社会的事象を捉える

視点」を常に意識させ，単元を通して考察してき

たことをスタディ・ログとして活用させることを

通して，現代の社会的事象を多面的・多角的に考

察する力を育む指導が必要であると考えた。 

２ 授業実践の概要 

(１) 実践１ 

 実践１を表３のとおり実施した。 

表３ 実践１指導計画 

対象 
仙台市立広瀬中学校 

第３学年 １組 32名 ７組 32名 

実施期間 令和４年８月 30日～９月 16日 

小単元名 
「人権と共生社会」 

 (「新しい社会『公民』」東京書籍) 

 時 ねらい 学習活動 手立て 

導 

入 

１ 

・単元課題につい

ての予想を持

つ。 

・NHK for school の

番組を視聴してメ

モをとる。 

 

Ｂ 

展 

開 

２ 

・共生社会を築く

ための取組や努

力の必要性を考

察し表現する。 

・インクルージョン

について，イラス

トを基に考える。 

 

 

Ａ 

Ｂ 

３ 

・自由権とはどの

ような権利なの

かを理解する。 

・キャンディ・チャ

ートを用いて自由

権の重要性を考え

る。 

Ａ 

Ｂ 

４ 
・社会権を保障が

理由について考

え，表現する。 

・歴史的背景と個人

の尊重から社会権

について考える。 

 

Ａ 

Ｂ 

５ 

・人権保障を確か

なものにするた

めの権利につい

て理解する。 

・参政権や請求権が

重要である理由に

ついて話し合う。 

 

Ａ 

Ｂ 

ま
と
め 

６ 

・憲法において人

権を保障するこ

との重要性を考

察し表現する。 

・憲法で人権を保障

する意義について

考えログに記入す

る。 

 

Ｂ 

Ｃ 

７ 

・人権の保障と公

共の福祉の関係

を効率と公正の

視点から考察

し，表現する。 

・様々な立場から考

えた「公共の福

祉」について，グ

ループで考えを共

有する。 

 

Ｂ 

Ｃ 

日本国憲法において，なぜ人権を保障す

ることが大切なのか。 

18

8
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32
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1
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0
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質問E

質問D

質問C

質問B

当てはまる
どちらかと言えば当てはまる
どちらかと言えば当てはまらない
当てはまらない

N=57 

79％ 

75％ 

60％ 

80％ 

12 26 22

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ア群

イ群

ウ群

既習事項や資料などを根拠に複数の異なる視

点を関連付けて考察している。 

既習事項や資料などを根拠に一つの視点を基

に考察している。 

既習事項や資料などを根拠に考察するに至

っていない。 

80％ N=60 
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(２) 実践２ 

 実践２を表４のとおり実施した。 
表４ 実践２指導計画 

対象 
仙台市立広瀬中学校 

第３学年 １組 32名 ７組 32名 

実施期間 令和４年 12月６日～15日 

小単元名 
「財政と国民の福祉」 

 (「新しい社会『公民』」東京書籍) 

 時 ねらい 学習活動 手立て 

導 

入 

１ 

・単元課題につ

いての予想を

持つ。 

 

 

 

・NHK for school の

番組を視聴してメ

モをとる。 

 

 

Ｂ 

展 

開 

２ 

・日本の社会保

障制度の仕組

みについて理

解する。 

・キャンディ・チャ

ートで社会保障制

度の重要性につい

て考える。 

 

Ａ 

Ｂ 

３ 

・市場経済にお

ける財政の役

割と現在の日

本の財政課題

について考え

表現する。 

・教科書の資料やバ

タフライ・チャー

トを基に「大きな

政府」と「小さな

政府」について考

える。 

 

 

Ａ 

Ｂ 

ま
と
め 

４ 

・少子高齢化が

及ぼす日本の

財政への影響

について考え

表現する。 

・くまでチャートを

用いて少子高齢化

の財政への影響を

考える。 

 

  

Ａ 

Ｂ 

５ 

・社会保障と財

政から日本の

財政のあり方

について考察

し表現する。 

・スタディ・ログを

基にクラゲ・チャ

ート等を用いてグ

ループで単元課題

を考える。 

 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

３ 実践の内容と結果及び考察 

＜視点＞ 「社会的事象を捉える視点」を意識さ

せるスタディ・ログの活用 

(１) 「視点」を用いた思考を促す指導の工夫 

 (手立てＡ) 

実践１第３時では，自由権を「民主主義」の実現

に関わる視点から捉えさせるため，グループでキ

ャンディ・チャートを用いて考えさせた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５ 実践１第３時で生徒(a)のグループが作成したデジ

タルシンキングツール(キャンディ・チャート) 

生徒(a)のグループのキャンディ・チャートから

は，身体の自由が保障されていないと「治安維持法

のような法律がつくられてしまうから。」といった

歴史的事象に関わる記述や精神の自由が保障され

ていないと，自分の考えを自由に表現することが

できず，「民主主義が成り立たなくなる。」といった

選挙制度を想起させる民主政治に関わる記述が見

られた。 

表５は，第３時のまとめで生徒(a)がグループで

の学習を受け，個別ログに記述した考察である。 

表５ 実践１第３時の生徒(a)個別ログの記述 

生徒(a)は，自身の考えを表現できる権利が民主

政治の実現に不可欠であるといった「個人の尊重

と法の支配」の視点や歴史に見られる課題が現在

の自由権の保障に関係しているといった「歴史と

現在とのつながり」の視点から，本時課題について

考察していた。 

実践２第３時では，国民が政府に求める役割を

多角的に捉えさせるために，グループでバタフラ

イ・チャートを用いて考えさせた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６ 実践２第３時で生徒(b)のグループが作成したデジ

タルシンキングツール(バタフライ・チャート) 

生徒(b)のグループのバタフライ・チャートから

は，高齢者，子育て世代，働き世代など立場を明確

にした上で，立場による財政への考え方の違いか

ら多面的に「大きな政府」について議論したことが

分かる。 

表６は，第３時のまとめで生徒(b)がグループで

の学習を受け，個別ログに記述した考察である。 

本時 

課題 

なぜ，自由権が保障されることは「個人の尊重」に

とって重要なのだろうか。 

自由権が保障されることにより，無差別に逮捕・拘束されな

くなったり，国民の意見が政治に反映されたり，自分のしたい

ことや住みたいところを自由に決められたりできて，個人個人

の思いが尊重されることに繋がるので重要だと考える。 

本時学習と単元課題とのつながり 

歴史的に見ると自由権が保障されてないことで様々な事件

や植民地支配が起こっており，自由権の大切さが分かる。 

今後の日本には，どのような財政のあり方が

求められるのか。 
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表６ 実践２第３時における生徒(b)個別ログの記述  

生徒(b)は，本時課題を少子高齢化といった「現

代社会の特色」から捉え，「小さな政府」よりも「大

きな政府」を選択することへの意義を「効率・公正」

の視点から働き世代，高齢者，子育て世代への影響

を踏まえて考察している。 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

図７ 実践１第３時及び実践２第３時において「社会的事

象を捉える視点」を用いた考察が見られた生徒の割合 

 両実践において，半数以上の生徒がデジタルシ

ンキングツールの記述と関連する「社会的事象を

捉える視点」を基に本時課題を考察していた。 

個別ログを各時のまとめで取り入れることによ

り，デジタルシンキングツール上で複数の「視点」

を基に捉えたことを比較し，関連付けて本時課題

について考察することができたと考える。 

 以上のことから，デジタルシンキングツールを

用いて現代の社会的事象を捉え，個別ログに自身

の考えを記述することは，生徒に「視点」を用いた

思考を促し，「社会的事象を捉える視点」を意識さ

せることにつながったことで，多面的・多角的な考

察の一助になったと考える。 

(２) 思考の可視化と共有化を促すスタディ・ロ

グの活用(手立てＢ) 

実践１における生徒(c)の個別ログから単元課

題の予想と結論，本時学習と単元課題とのつなが

りを抽出し，対応する「視点」を加え分析した。 

表７ 生徒(c)の個別ログの記述及び対応する視点 

時 記述内容 含まれる「視点」 

予

想 

個人の自由が守られなくなる

から。 
 

２

時 

法はあるけど差別はまだ残っ

ている。①差別をなくすことは平

等につながる。 

 

①個人の尊重 

３

時 

②歴史的に見ると自由権が保

障されていないことで様々な事

件あり自由権の大切さが分か

る。 

 

②歴史と現在 

とのつながり 

４

時 

社会権で社会的弱者を助ける

ことで平等や自由を③どんな立

場の人でも感じることができ

る。 

 

③公正 

５

時 

④最高法規で示すことにより

政府の権力を制限し国民の基本

的人権の保障につながる。 

④法の支配 

結

論 

 

７

時 

④最高法規で保障することで

②歴史的な事件の再発を防ぎ，

国家の権力を制限することで①

国民の自由や平等が侵されるこ

となく日本国内で③どんな立場

の人でも安全で平和に暮らすこ

とができるようになるから。 

①，②，③，④ 

 表７より，単元課題「日本国憲法において，なぜ

人権を保障することが大切なのか。」について，生

徒(c)の予想と結論を比較すると，第７時の結論は

単元の第２時～第５時で用いた「社会的事象を捉

える視点」を基に，それらを関連付けて多面的・多

角的に考察していることが分かる。 

 実践２においても生徒(d)の個別ログを抽出し，

同様に分析した。 

表８ 生徒(d)の個別ログの記述及び対応する視点 

時 記述内容 視点 

予

想 

①少子高齢化を食い止めるた

めに子育て世代への還元が多い

財政。 

①現代日本の特色 

２

時 

税金はどのような立場の②国

民にも豊かな生活を保障するた

め社会保障制度に使われている。 

②国民の生活 

と福祉 

３

時 

大きな政府でもフィンランド

のように教育や子育て支援に力

を入れた財政なら，働き世代も

納得するはず。③限りのある財

源を何に使うか考えるべき。 

 
 

③財源の 

希少性 

４

時 

少子高齢化の影響は，税収不

足，④景気への影響，社会保障

費の増加に関係している。 

④経済への影響 

結

論 

 

５

時 

③優秀な人材を増やし生産性

を上げれば財源が確保され高齢

者を支えやすくなる。①人口減

少を食い止めることだけでなく

④経済活動や⑤文化の継承ため

にも将来の世代のためにも②教

育面や子育て支援を充実させ，

子育て世代を助ける財政が求め

られる。 

①，②，③，④ 

⑤文化の継承 

 表８より，単元課題「今後の日本には，どのよう

な財政のあり方が求められるのか。」についての生

徒(d)の予想と結論を比較すると，「子育て世代へ

の支援が必要である」と主張に変化は見られない。

本時 

課題 

これからの日本の財政は「小さな政府」と「大きな

政府」のどちらを選ぶべきなのだろうか。 

 大きな政府を選ぶべきだと考える。理由は，大きな政府は働

き世代の税負担が増えて批判は多いと思うが，高齢者の権利を

守れるし，子育て世代の生活を支援することで少子化対策にも

なり，これからの日本に良いと思うから。 

35

32

18

24

7

4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

実践２

実践１

デジタルシンキングツールの内容と関連する「社会的

事象を捉える視点」を基に本時課題を考察している。 

本時課題について「社会的事象を捉える視点」を用い

た考察が見られない。 

無回答 

Ｎ=６０ 53% 

58% 
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しかし，第５時の結論では主張の根拠から，財源の

確保は困難であるといった「財源の希少性」や人口

の減少がもたらす「経済への影響」や「文化の継承」

への問題といった視点から少子高齢社会を捉えて

いた。さらに，生徒(d)は自身の個別ログにはない

「文化の継承」の視点を取り入れて考察しており，

背景にはグループの協働ログが関係していると推

察される。 

表９ 生徒(d)グループの実践２第４時の協働ログ 

生徒

(d) 

日本の人口が減ることで税収が減少し，高齢者が増

えることで社会保障給付費は上がり，働き世代の生活

は苦しくなる。 

生徒

(e) 

 少子高齢化が進むことで，財政への影響も大きいが，

日本の文化(例えば，伝統的工芸)を継承できないこと

も観光業など経済への影響につながると思う。 

生徒

(f) 

  人口が減れば，消費が減り，景気が悪くなる。高齢者

のために増税されれば，もっと不景気になる。 

 表９は生徒(d)グループの実践２第４時におけ

る協働ログである。 

 生徒(e)は，日本の人口と人口構成のグラフ，日

本の財政(歳出，税収，国債発行額)の推移のグラフ

から，少子高齢化は日本の文化の継承にも影響す

ると考えていた。生徒(d)は，単元課題について個

人で考察する際に，前時の協働ログを参照し，生徒

(e)の記述から「文化の継承」という視点を取り入

れたことが推察される。その上で，自身の個別ログ

において単元を通して複数の立場で財政について

考察してきたことを関連付けて，今後の日本の財

政のあり方について多面的・多角的に考察したと

考えられる。 

個別ログを用いたことで，各時で「社会的事象を

捉える視点」で考察した内容が可視化され，単元課

題について考察する際に，スタディ・ログに立ち戻

り，単元を通して多様な「視点」で考察しているこ

とを自覚することにつながった。加えて，協働ログ

により単元課題を追究するために必要な情報や個

人の考えが常に共有されていることで，他者の考

えに触れ，新たな「視点」を見いだすことにつなが

ったと考える。 

以上のことから，スタディ・ログにおいて「社会

的事象を捉える視点」を可視化し，共有化したこと

で生徒は「視点」を常に意識することができ，現代

の社会的事象を多面的・多角的に考察することの

一助になったと考える。 

(３) スタディ・ログを活用する協働的な学習場 

面の設定(手立てＣ) 

 実践１第７時では，「新しい社会『公民』（東京

書籍）」の 61頁「みんなでチャレンジ『公共の福

祉』について考えよう」を題材に，バイパス建設

予定地に住む住民の人権と公共の福祉について考

える協働的な学習を行った。 

表 10は，生徒(g)のグループのバイパス建設の

是非について考え及び理由を記述させた協働ログ

の記述である。 

表 10 生徒(g)グループの協働ログの記述 

 考え 理由 

生徒

(g) 
賛成 

 多数派の意見を尊重すべき。社会全体の意見

が重要だと思うから。 

生徒

(h) 
反対 

 住民の経済活動の自由が保障されなければな

らないから。 

生徒

(i) 
反対 

 渋滞という無駄よりも，個人の自由権が尊重

されないと，歴史のような失敗が繰り返される

から。 

 表 10から，生徒(g)はバイパス建設に賛成して

おり，多数派の意見が重要であるという「効率」

の視点で題材について考えていた。一方で，生徒

(h)は建設予定地の住民の「個人の尊重」，生徒

(i)は「歴史と現在のつながり」の視点からバイ

パス建設に反対していることが分かる。それぞれ

の考えを協働ログで共有した上で，第７時ではク

ラゲ・チャートを用いた話し合い活動を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図８ 実践１第７時で生徒(g)のグループが作成したデジ

タルシンキングツール(クラゲ・チャート) 

生徒(g)のグループでは，題材について検討す

る際に，それぞれの考えを踏まえて「効率・公

正」の視点を意識して話し合いを行っていた。図

８から議論を進めていく中で，社会全体の無駄を

省くといった「効率」の視点と不当な不利益を被

る人がいないようにするといった「公正」の視点
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から題材について考察していることが分かる。 

表 11は第７時のまとめで，生徒(g)が個別ログ

に記述した単元の振り返りである。 

表 11 生徒(g)個別ログにおける単元の振り返りの記述 
基本的人権といっても種類があり，その１つ１つが私たちの

自由や平等，最低限度の生活などに関わっていることが分かっ

た。また，社会を良くしていくためには公共の福祉という考え

も大切だと思った。でも，公共の福祉や多数派の意見で人権を

制限すると歴史的な事件と同じになってしまうことに気付い

た。最終的には効率と公正で物ごとを考える必要があるのかな

と思った。    

 生徒(g)は，第７時のグループでの話し合いを

通じて，生徒(i)が主張する「歴史と現在のつな

がり」の視点の重要性を踏まえ，「効率」と「公

正」の両方で考えることへの必要性に触れるなど

多面的・多角的に単元の学習を振り返っていた。 

 同様に実践２第５時では，「新しい社会『公

民』（東京書籍）」の 169頁「みんなでチャレンジ

『日本の社会保障と財政の在り方』を考えよう」

を題材に協働的な学習を行った。 

 表 12は，グループでの討論活動に向けて生徒

に提示した選択肢であり，生徒には事前に自分の

考えに最も近い選択肢を選ばせ，その理由を協働

ログに記述させた。生徒(j)のグループ４名の選

んだ選択肢及び理由は表 13のとおりである。 

表 12 「これからの社会保障の在り方」の選択肢 

ａ 
北欧のように現在よりも社会保障を充実させ，そのた

めに国民の負担も大きくすべきである。 

ｂ 
現在の社会保障の水準を維持して，そのために国民の

負担が増えるのはやむを得ない。 

ｃ 
 現在の国民の負担の水準を維持して，そのために社会

保障を現在よりしぼり込むことはやむを得ない。 

ｄ 
アメリカのように現在より国民の負担を少なくし，その

ために社会保障をしぼり込むべきである。 

表 13 生徒(i)グループの協働ログの記述 

  表 13から，生徒(j)のグループは，社会保障

制度の充実または現状維持を主張する生徒(j)及

び生徒(ℓ)，国民の税負担の軽減または現状維持

を主張する生徒(k)及び生徒(m)と，意見の違いが

あることが分かる。表 14は，討論活動を経て記

入した生徒(k)の振り返りである。 

表 14 生徒(k)個別ログにおける単元の振り返りの記述 
誰にとってもベストな財政のあり方はないと思うが，最大限

の配慮は必要で，バランスをとる努力が必要だと思った。借金

があるなら増税すればいい，増税がだめなら保障を減らせば良

い考えでは済まされないことを知った。高齢者にもっと働かせ

て納税させればいいと思ったが，人権があるし，今の時代を生

きられるのは先人たちのおかげだから尊重も大切だと思い始め

た。大人や政治家が考える問題だと思っていたが，私達が考え

ないで政策に文句を言っても無責任なだけだから，正解を出す

のではなく考えることの大切さだと思った。 

生徒(k)は単元の振り返りでは，生徒(j)及び生

徒(ℓ)の社会保障を充実させるべきとする自身と

は異なる考えを受けて，バランスを意識した財政

のあり方の必要性や社会保障はすべての人の生活

と福祉を支える制度であることに立ち戻り，高齢

者への意識が変化したことなど，多面的・多角的

に財政のあり方について考察している。 

他者との対話を通して，新たな「視点」に気付

き，各時で考察した内容の重要性について理解を

深めることにつながったことが分かる。 

以上のことから単元末に協働的な学習場面を設

定することは，単元を通して活用した「社会的事

象を捉える視点」を改めて意識させ，多面的・多

角的に考察することの一助になったと考える。 

(４) 事前実態調査と個別ログによる考察 

実態調査(図４)と両実践の単元課題への結論の

記述を比較した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図９ 事前実態調査と実践１及び実践２の個別ログにお

ける単元課題への結論の比較 

 イ群だった生徒のうち実践１では 62％，実践２

では77％，ウ群だった生徒のうち実践１では27％，

実践２では 53％が現代の社会的事象を多面的・多

角的に考察できていた。さらに，イ群及びウ群だっ

 記 理由 

生徒

(j) 
ａ 

年金や病気の人はもっと増えていって，社会保

障を充実してほしいという意見が多くなるから。 

生徒

(k) 
ｃ 

・負担はこれ以上増えない方が良い 。 

・高齢者でもお金を持っている人はいるから。 

・浮いたお金で一刻も早く借金を返済する。 

生徒

(ℓ) 
ｂ 

今の日本の借金だらけの状況を考えると，税金

はある程度取らないとまずいし，社会保障も今の

状態を維持しないと国民が苦しくなるから。 

生徒

(m) 
ｄ 

日本は少子高齢化が進んで税収もさらに減るた

め今の社会保障制度を維持するのは難しいから。

今の水準を維持していても国民への還元が少なく

なる。税金が少なくて還元も最低限な方が政府を

許せるから。 

10

6

17

16

9

16

5

10

0

0

0

0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ウ群

ウ群

イ群

イ群
実践１ 

実践２ 

実践２ 

実践１ 

単元課題の結論において，「社会的事象を捉える視点」

を基に多面的・多角的に考察している。 

単元課題の結論において，「社会的事象を捉える視点」

を基に考察している。 

「社会的事象を捉える視点」を基に考察していない。 

６２％ 

７７％ 

２７％ 

５３％ 

(N=26) 

(N=22) 

(N=19) 

(N=22) 
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たすべての生徒が単元内で用いた「社会的事象を

捉える視点」を基に単元課題について考察できて

いた。ただし，実践２ではイ群４名，ウ群３名が未

回答であった。 

実態調査でウ群であった生徒(n)の実態調査時

の学習課題についての記述，実践１及び実践２お

ける単元課題の結論を表 15 にまとめ，分析した。 

表 15 生徒(n)の実態調査と実践１及び実践２記述内容 
 記述内容 視点 

実態 

調査 

お金をかけて，どうにかして子

どもを増やす。 
 

実践

１ 

最も重要な憲法で政治をする

ことで，国や軍隊に好き勝手にさ

れた歴史を繰り返さず，どんな弱

い立場の人も尊重され，自由や平

等に生きることができるから。 

・法の支配 

・歴史と現在との 

つながり 

・個人の尊重 

実践

２ 

 子どもを増やすため子育ての

環境を整えることが必要。あと，

元気な高齢者に働いてもらうた

めの支援することで，社会保障の

お金や国の借金の対策になる。ど

んな立場も負担と支援のバラン

スをとってもらうような財政の

あり方が求められる。 

・現代社会の特色 

・効率 

・公正 

 生徒(n)は，実践１では日本国憲法に基づいて政

治が行われることの意義について，実践２ではこ

れからの日本の財政のあり方について妥当性や効

果について理解を深め，スタディ・ログに可視化し

た「社会的事象を捉える視点」を関連付けて，現代

の社会的事象を多面的・多角的に考察することが

できていた。 

 

Ⅴ 研究のまとめ 

１ 研究の成果 

＜視点＞ 「社会的事象を捉える視点」を意識さ

せるスタディ・ログの活用  

スタディ・ログを用いて，自身の学習履歴を可視

化し蓄積することにより，生徒は必要と判断した

際に過去の学習の成果に立ち戻ることが可能とな

り，これまで「社会的事象を捉える視点」を用いて

考えてきたことを自覚する一助となった。さらに，

スタディ・ログに蓄積した各時間の学習の成果は，

単元課題の解決に向けて「視点」を基に考察してき

た成果であり，それを比較したり，関連付けたりす

ることで現代の社会的事象を多面的・多角的に考

察することを促す役割を担ったと考える。 

また，スタディ・ログにより学習課題の解決のた

めに得た情報や気付きをいつでも共有できること

で，授業内で情報共有の時間が設定されていなく

とも，自己の判断で他者の考えに触れることが可

能となる。これにより，生徒が学習課題を追究して

いく過程でつまずいたり，困難を感じたときに，教

師だけの支援ではなく，互いに助け合うことで，新

しい「視点」に気付いたり，授業内で用いた「視点」

に立ち戻ったりするなど，生徒一人一人が自己調

整をしながら粘り強く学習課題について多面的・

多角的に考察することにつながったと考える。 

以上のことからスタディ・ログを活用すること

は，「社会的事象を捉える視点」を常に意識ことに

つながり，現代の社会的事象を多面的・多角的に考

察することの一助になったと考える。 

２ 今後の課題 

本研究では，「社会的事象を捉える視点」を意識

させるスタディ・ログの活用を通して，現代の社会

的事象を多面的・多角的に考察する力を育てる上

で一定の成果を得た。しかし，「視点」を関連付け

て考えることができない生徒もいた。原因として，

生徒が自身の考えを振り返り，深めることができ

る対話を促進する教師のファシリテーターとして

の役割が不十分であったことが考えられる。少人

数の対話だけでなく，学級全体で考えを共有し，討

論をすることで多くの考えに触れ，生徒は「視点」

と「視点」の関連に気付き，新たな「視点」を見い

だすことにつながると考える。今後は，生徒に現代

の社会的事象を多面的・多角的に考察する力を育

成するために，ICT の特性を生かして生徒同士が

対話を通じて考えを深めていく学習活動について

研究を進めていきたい。また，地理的分野や歴史的

分野においてもスタディ・ログが「社会的事象を捉

える視点」を意識させ，多面的・多角的な考察に有

効なものであるか検証していきたい。 
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